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【内容要旨】（1,200 字以内） 

 

【背景】私立高等学校（以下私立高校）では公立高等学校（以下公立高校）同様、学校不適応を抱

える生徒には、学校医、養護教諭、特別支援教育コーディネーター、スクールカウンセラー、スク

ールソーシャルワーカーなどの専門職が、医療機関と連携し対応している。これまで、主に単一の

専門職の支援や医療機関との連携が有用であることを示す報告はあるが、様々な専門職と医療機関

の連携状況、連携とその予後との関連については十分に明らかにされていない。私立高校は公立高

校より退学率、不登校継続率、不登校退学率等が高い。東北地方については不登校、いじめ、暴力

行為などが全国より件数が多いため、本調査では東北地方の私立高校を対象とした。 

【目的】本研究では、東北地方の私立高校を対象にアンケート調査を行い、学校不適応を抱えた生

徒を支援する様々な専門職と医療機関の連携状況、医療機関との連携と予後との関連を検討した。 

【方法】東北地方の私立高校 111校にアンケート調査票を郵送し、2019～2020年度の 2年間におけ

る、各校の学校不適応を持つ要対応生徒の人数とその重症度分類（要連携、要介入、要支援・要観

察）、各専門職数、医療機関の種類（一般医療機関、精神科医療施設）と連携数、連携後の予後（良

好、悪化）についての情報を収集した。要対応生徒数と各専門職、医療機関連携数と各専門職の関

連については重回帰分析を用い、医療機関連携と予後の関連についてはχ2検定を用いて解析した。 

【結果】111校中 43校より返信があり、有効なデータが得られた 40校ののべ生徒数 53,819人（う

ち要対応 2,154人）について解析した。要対応生徒数と各専門職数には有意な関連を認めなかった。

医療機関連携数と各専門職数との関連については、全医療機関連携では学校医とスクールカウンセ

ラー、一般医療機関連携ではスクールカウンセラー、精神科医療施設連携では学校医が有意な関連

を認めた。学校と医療機関の連携の有無と予後の関連については、一般医療機関では連携あり群の

方が連携なし群よりも、予後良好の頻度が有意に高値であったが、精神科医療施設では連携なし群

の方が予後良好の頻度が高値であった。 

【考察】私立高校と医療機関との連携には、学校医、スクールカウンセラーの専門職の人数が独立

して関連しており、また医療機関との連携は予後と関連していた。この結果から、医療機関との連

携の増加が予後に影響する可能性が示された。また、医療機関への連携数には専門職数が関連する

ことから、専門職の人材確保が課題となると考えられた。 

【結論】本研究により、東北地方の私立高校における学校不適応を抱えた生徒を支援する専門職と

医療機関の連携状況と予後との関連が明らかとなった。今後は専門職の人材育成、医療機関との連

携をより促進する方法について、より詳細な検討が必要と思われる。 

 

 




